
山
崎
照
幸
氏

死
去
歳８２

ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
会
長

灘
工
作
機
械
大
手
の
ヤ
マ

ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク

（
愛
知
県

大
口
町
）

会
長
、

山
崎
照

幸

（
や
ま
ざ
き
・
て
る
ゆ

き
）

氏
が
十
五
日
、

心
不

全
の
た
め
死
去
し
た
。

八

十
二
歳
だ
っ
た
。

名
古
屋

市
中
区
出
身
。

葬
儀
・
告

別
式
は
近
親
者
で
行
う
。

喪
主
は
長
男
で
同
社
社
長

の
智
久

（
と
も
ひ
さ
）

氏
。

後
日

「
お
別
れ
の

会
」

を
開
く
予
定
。

ー
関

連
⑮
面

一
九
四
七
年
、

山
崎
鉄

工
所
（
現
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ

ッ
ク
）

に
入
社
。

六
二
年

に
創
業
者
で
あ
る
父
、

定

吉
氏
の
死
去
に
伴
い
社
長

に
就
任
。
同
年
に
業
界
に

先
駆
け
て
米
国
輸
出
を
開

始
す
る
な
ど
積
極
的
な
海

外
展
開
を
進
め
、

世
界
最

大
手
の
工
作
機
械
メ
ー
カ

ー
に
育
て
上
げ
た
。

二
〇
〇
一
年
に
会
長
就

任
。

一
〇
年
に
は
、

自
身

が
収
集
し
た
美
術
品
を
展

示
し
た

「
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ

ッ
ク
美
術
館
」

を
名
古
屋

市
東
区
に
開
設
、

館
長
を

務
め
る
な
ど
文
化
事
業
に

も
尽
力
し
た
。

こ
の
ほ
か
八
七
年
か
ら

十
七
年
間
に
わ
た
り
、
日

本
工
作
機
械
工
業
会
の
副

会
長
を
務
め
た
。

九
九
年

に
は
米
国
国
際
生
産
技
術

者
協
会

（
Ｓ
Ｍ
Ｅ
）
に
よ

り
「
Ｓ
Ｍ
Ｅ
名
誉
会
員
」

に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、

日

本
の
工
作
機
械
産
業
の
発

展
に
も
貢
献
し
た
。
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山崎さん死去

海
外
進
出

道
開
く

十
五
日
に
死
去
し
た
ヤ

マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
（
愛
知

県
大
口
町
）
会
長
の
山
崎

照
幸
氏
は
、
戦
後
に
い
ち

早
く
海
外
進
出
し
て
、

日

本
の
も
の
づ
く
り
を
け
ん

噛

引
し
た
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
一
人
だ
っ
た
。
一
方
で

収
集
品
を
展
示
す
る
美
術

館
を
開
設
す
る
ほ
ど
の
美

工
作
機
械
業
界
を
け
ん
引

術
愛
好
家
と
し
て
も
知
ら

れ
た
。

１１
㊥
面
参
照

山
崎
氏
は
一
九
六
二
年

に
業
界
初
と
な
る
米
国
輸

出
を
実
現
し
、

翌
年
に
は

海
外
向
け
の
独
自
ブ
ラ
ン

ド

「
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
（
マ
ザ

ッ
ク
）
」

を
考
案
す
る
な

ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
意
識

し
た
事
業
展
開
を
進
め

た
。

後
に
社
名
に
も
採
用

さ
れ
た
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
名

は
、

欧
米
人
が
「
Ｙ
」
の

発
音
が
苦
手
な
の
に
配
慮

し
て
、

自
身
の
名
字
か
ら

頭
の
「
Ｙ
Ａ
」

を
除
い
て

付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

七
四
年
に
は
米
国
ケ
ン

タ
ヅ
キ
ー
州
に
生
産
拠
点

を
設
立
。

「
ト
ヨ
タ
自
動

車
よ
り
も
早
い
」

（
山
崎

会
長
）
と
い
う
米
国
で
の

現
地
生
産
だ
っ
た
。
自
動

化
・
無
人
化
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
る
数
値
制
御

（
Ｎ
Ｃ
）
化
な
ど
の
技
術

革
新
も
業
界
に
先
立
っ
て

推
進
し
た
。

八
四
年
、
英
国
の
サ
ッ

チ
ャ
ー
首
相

（
当
時
）

が

日
英
首
脳
会
談
で

「
マ
ザ

ッ
ク
の
工
場
を
」
と
誘
致

を
受
け
た
の
を
機
に
同
国

に
も
進
出
。

二
〇
〇
一
年

に
会
長
に
退
く
ま
で
三
十

九
年
間
、

業
界
の
発
展
に

寄
与
し
た
。

一
〇
年
四
月
に
開
設
し

た

「
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク

美
術
館
」

は
、

四
十
年
近

く
か
け
て
収
集
し
た
フ
ラ

ン
ス
の
絵
画
や
家
具
を
展

示
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
や
モ
ネ
、

ピ
カ
ソ
の
大
作
も
並
ぶ
が

「
本
物
を
見
せ
た
い
」
と
の

こ
だ
わ
り
か
ら
、

絵
は
ガ

ラ
ス
を
は
め
ず
に
直
接
鑑

賞
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

さ

ら
に

山

崎
氏

は
、

「
最
後
の
仕
事
に
な
る
」

と
し
て
岐
阜
県
美
濃
加
茂

市
の
主
力
工
場
近
く
に
、

工
作
機
械
博
物
館
を
建
設

す
る
計
画
を
進
め
て
い

た
。
山
崎
氏
は
今
年
五
月

末
、

本
紙
の
取
材
に

コ
９

般
の
人
に
な
じ
み
の
薄
い

工
作
機
械
の
変
遷
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」

と
述

べ
、

展
示
予
定
の
古
い
機

械
は
い
つ
で
も
動
か
せ
る

状
態
に
修
復
し
て
い
た
。
・

「
こ
の
前
、

探
し
て
い　

た
機
械
が
米
国
で
見
つ
かあ

っ
て
」

な
ど
と
展
示
品
へ

の
思
い
を
喜
々
と
語
る
姿

か
ら
は
、

工
作
機
械
へ
の

変
わ
ら
ぬ
愛
情
が
あ
ふ
れ



て
い
た
。

（
矢
野
修
平
）

「
お
互
い
切
磋
琢
磨
」

オ
ー
ク
マ
花
木
社
長

工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
大

手
、

オ
ー
ク
マ
（
愛
知
県

よ

し

ま

ろ

大
口
町
）
の
花
木
義
麿
社

せ

っ

さ

た

く

ま

長
は
「
お
互
い
切
磋
琢
磨

．
し
な
が
ら
、

日
本
の
工
作

‘
機
械
の
発
展
を
支
え
て
き

た
方
。

突
然
の
卦
報
に
接

し
、

驚
き
と
同
時
に
大
変

残
念
な
思
い
で
す
。

特
に

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
で
の
功

績
は
大
き
く
、

ま
だ
ま
だ

ご
活
躍
さ
れ
る
も
の
と
思

っ
て
い
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。

同
じ
く
森
精
機
製
作
所

（
名
古
屋
市
）
の
森
雅
彦

社
長
も
「
工
作
機
械
だ
け

で
な
く
、

人
生
の
先
輩
と

し
て
教
わ
る
こ
と
が
多

く
、

師
と
敬
っ
て
い
ま
し

た
。
非
常
に
残
念
で
さ
み

し
い
で
す
」

と
の
コ
メ
ン

ト
を
出
し
た
。

生
前
親
交
の
あ
っ
た
名
．

古
屋
商
工
会
議
所
副
会
頭

で
、
岡
谷
鋼
機
の
岡
谷
篤

一
社
長
は
「
世
界
の
ヤ
マ

ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
を
つ
く
り

あ
げ
た
そ
の
道
筋
の
こ
努

力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

敬
服
し
て
お
り
ま
す
」
と

惜
し
ん
だ
。


